
 

 

 

 
 

 

 引継、旅立ちに向けてと  ～令和６年度のまとめ～  

立春を過ぎて雨水を迎えましたが、まだ当面は雪景色を味わえそうです。生徒会

では４日(火)に第２回生徒総会を実施しました。今年度の活動報告と質疑が行われ、

議案書の内容と中間決算が承認されました。その後、正副会長・本部委員・専門委

員長の引継式を行いました。今後は主に２年生が中心となって生徒会が運営されま

す。３年生は３月５日(水)に公立高校の一般入試があり、７日(金)が卒業式にな

ります。残りおよそ２週間となり、只今卒業に向かう活動や卒業式練習を行ってい

ます。次のステージはもう間近ですが、焦りや不安があって当然です。そこで、保

護者やご家族の皆様からは、共感的に寄り添い、お子さんの自己必要感を引き出し、

自己決定感を促していただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部活動の地域移行と  ～令和７年度の見通し～ 

部活動の地域移行に関連して、時間割と放課後活動の時間を見直します。(案) 

曜日 月 火 水 木 金 

時間割 ５時間 ６時間 ５(６)時間 ６時間 ５時間 

下校時間 15:00 16:00 15:00(16:00) 16:00 15:00 

放課後活動 15:00～16:00 16:00～17:10 なし 16:00～17:10 15:00～16:00 

完全下校 16:10 17:20 15:30(16:10) 17:20 16:10 

・原則として部活動は、月・金に設定。火・木は学級や生徒会優先だが、時間内で可能とする。 

・陸上競技部は、月・金に指導者来校で調整中。Ｒ７年度末までに地域クラブへ移行予定。 

・卓球部(男子)は、月・火が部活動、木・金・土が地域クラブでの活動として調整中。部活

動は６月の中体連大会で終了(地域移行完了)の予定。  

・ソフトテニス部(女子)は、月が部活動、火・木・金・[土か日]が地域クラブでの 

活動として調整中。Ｒ７年度末までに地域クラブへ移行予定。 

・文化部は科学系と美術系のみとなり、Ｒ７年度末には活動終了。合唱系は４月から 

地域クラブとして活動予定。 

・所属は、「部活動のみ」・「「部活動と地域クラブの両方」・「「地域クラブのみ」から選べる。 

・地域クラブは市教委パンフレットで対象校になっていれば、そこから選んで参加できる。 

・部活動にも地域クラブにも所属せず、下校後は「自主学習・習い事や学習塾に通うなど各自

のＳＰＴ(セルフプロデュースタイム)」として、適性に応じて過ごせる。 
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 ３月の予定  

４日(火)３年生同窓会入会式 

５日(水)公立高校一般選抜検査日 

７日(金)第57回卒業証書授与式 

10日(月)全校集会 

 

 

17日(月)1年生ライフプランニング授業 

19日(水)３学期終業式 

25日(火)離任式 

→9:00登校、10:15下校、SB10:30 

                                 （校長:栃倉 敦） 

 

 

 

 

○魚沼市新春書道展   

 奨励賞  山田 美琉 ・ 小島 月菜 ・ 星 陽愛乃    

○新大全国書初大会 

 準特選  山田 美琉       

   

 アルペンスキー授業と ～１年生 1/27(月)30(木)31(金)・２年生 2/3(月)6(木)7(金)～ 

 薬師スキー場で１・２年生が３回ずつスキー授業に参加しました。ウインタース

ポーツの爽快感と仲間と一緒に滑る高揚感を存分に味わえたことと思います。保護

者の皆様からは、用具の準備や運搬等にご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全中スキー(アルペン)大会と  ～２月４日(火)～７日(金)～ 

 全国中学校スキー大会が長野県の野沢温泉スキー場で開催されました。本校から

は魚沼ジュニアアルペンとして、内田 妃葵さんと、星 穂希さんの２名が出場し

ました。入賞はなりませんでしたが、新潟県選手団として健闘しました。 

 湯之谷塾と  ～全 17 回を終えて～ 

３年生対象の入試に向けた勉強会「湯之谷塾」の全日

程が終了しました。これは３年生の希望者(約半数)が参

加し、入試問題を解き、その解説を受講するものです。

湯之谷地域にお住いで各教科におけるエキスパートの皆

様からご指導いただきました。学力の定着度を測る「学

習の確認」５教科合計では、３年生全体の学力が年度当

初より大きく上昇しました。 

 新中 1 生体験授業と保護者説明会と  ～２月７日(金)～ 

４月から入学する小学６年生を対象に体験授業を行い、保護者の皆様には説明会

と子育てセミナーを開催しました。元気よく入学してきてほしいです。 

 ☆ 表彰 ☆彡と  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※裏面に学校評価年度末報告を掲載しています。 

教育期Ⅴ期 新たな飛躍を目指して…次年度につながる成果をあげる時期 



湯之谷中学校 学校評価年度末報告 

 

年度初めに「グランドデザイン」で示した項目について、２学期末に実施した生徒アンケー

ト・保護者アンケートをもとに年度末評価を行いました。このことについて、湯之谷中学校保

護者の皆様・湯之谷地域にお住いの皆様にお知らせするとともに、これからの学校運営に生か

していきたいと考えています。今後ともご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

＜知  夢や目標を持ち、意欲的に学ぶ生徒＞ 

目標① 生徒アンケートで「授業が分かる・だいたい分かる」と自覚する生徒が 90％以上を目指

します。 

目標② 自主的な学習に継続的に取り組む生徒が 80％以上を目指します。 

① 生徒アンケート「各教科で授業が分かる」＝ 81.8％(１学期 84.5％) 評価Ｂ 

② 生徒アンケート「自主的な学習に継続的に取り組んでいる」 

＝59.1％(１学期 56.9％) 評価Ｃ 

学校では、「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業改善に継続して取り組んでき

ました。具体的な手立ては以下の通りです。 

・ＩＣＴ機器を積極的に活用した「分かる授業」の実現 

・「セルフプロデュースタイム」を通した自己管理能力の向上と家庭生活時間の充実 

 →将来の目標や夢を見据えた自己理解の促進とキャリアプランニング能力の育成 

・「到達度テスト」実施による計画性をもった学習習慣の形成と、基礎・基本の定着 

今後は「セルフプロデュースタイム」の意義を再確認し、これまで以上に生徒一人一

人の自己管理能力が高まるとともに「授業が分かる」と実感できる取組を検討・推進し

てまいります。 

 

 

＜徳  自他を尊重し、思いやる生徒＞ 

目標①「お子さんが意欲的に中学校生活を送っている」と考える保護者が 90％以上を目指しま

す。 

目標② ＷＥＢＱＵ調査で、インクルーシブライン内の児童生徒の割合が高まる学級づくりを目指

します。 

目標③ いじめを起こさない環境づくりを進め、いじめを見逃さないと共に、認知したいじめに適切に対応

します。 

 ① 保護者アンケート「意欲的に中学校生活を送っている」 

＝76.0％(１学期 82.6％) 評価Ｃ 

 ② ＷＥＢＱＵ調査「インクルーシブライン内の生徒の割合」 

＝92.1％(１学期 89.9％) 評価Ａ  

 ③ 教職員アンケート評価Ｂ  

   ※ 認知したいじめに対して早期に適切な対応ができていると評価していますが、解消

に時間がかかっている事例もあります。 

さまざまな学校行事に生徒が主体となって取り組むことで、自己肯定感が向上しまし

た。多くの生徒が満足感のある学校生活を送っています。今後は保護者の皆様から携わ

っていただく機会を増やし、お子さんのさらなる意欲向上につなげていきたいと考えて

います。 



学校だよりやホームページを通して学校から生徒の活躍の様子を積極的に発信すると

ともに、生徒ひとりひとりの良い部分を認め、積極的にプラスの言葉掛けをしてきまし

た。また、ＷＥＢＱＵ調査を活用し、すべての生徒が居心地がよく安心して学校生活を

送ることができるような手立てを行ってきました。計画的に行ってきた「アサーション

トレーニング」により、相手の気持ちを考えた行動を意識し実践する生徒の様子が増え

てきています。 

地域や家庭でも積極的に役割を果たす生徒の育成のために、保護者・地域の皆様から

も生徒への温かい言葉掛けや励ましを今後ともお願いいたします。 

 

 

＜体  鍛え、高め合う生徒＞ 

目標① 新体力テストの体力合計点(Ｔスコア)で全学年の数値が上回ることを目指しま

す。 

目標② 生活習慣アンケート 10 項目中５項目以上で肯定評価 90％以上を目指します。 

目標③ 意欲的に体育授業や体育行事・活動に取り組む生徒が 80％以上を目指します。 

  ① 新体力テストの体力合計点＝評価Ｂ 

  ② 生活習慣アンケート＝１項目で肯定評価 90％以上(１学期３項目） 評価Ｃ 

項目 ２学期 １学期 

朝食を食べている。 96.4％ 96.4％ 

朝は自然に目覚めている。 44.6％ 58.7％ 

７～９時間の睡眠時間を確保している。 70.9％ 77.2％ 

入眠・起床時刻のばらつきは 30 分前後以内である。 75.5％ 78.0％ 

寝る１時間前にはメディアの利用をやめている。 14.6％ 35.0％ 

自分で決めたメディア利用のルールを実行している。 70.0％ 66.7％ 

虫歯や歯周病の予防を意識して口腔衛生を行っている。 87.3％ 95.6％ 

手洗いや咳エチケットなどの感染症予防策を実行してい

る。 

86.3％ 90.3％ 

健康的な生活を意識して生活している。 78.2％ 86.8％ 

自分の健康管理の仕方を見直したり考えたりしている。 83.7％ 85.1％ 

  ③ 生徒アンケート「体育授業や体育行事・活動に意欲的に取り組んでいる」 

＝88.2％(１学期 85.3％) 評価Ａ 

 

 

 

 

 

「新体力テスト」においてまずまずの結果が示す通り、体育授業や体育行事・活動

に対して、多くの生徒が意欲的に取り組んでいます。 

「睡眠を中心とした生活習慣改善」を目指した指導を継続してきたことで、生徒の

睡眠に関する意識や行動が向上しています。お子さんが心身ともにより一層生き生き

と学校生活を送ることができるよう、メディア機器の適切な使用を含めた家庭での約

束を再考するなど、ご協力をお願いいたします。 

部活動の地域展開が進んでいます。今後も生徒が意欲的に活動に取り組める体制づ

くりを地域の皆様と共に進めていくことになります。皆様のご理解とご協力をお願い

いたします。 


